
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： グループホーム　おからぎ
作 成 日 ： 令和5年3月8日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 4

令和4年度も、コロナ禍で運営推進会議は書
面開催となっている。そのような状況の中で
も、運営等に対する意見等を出してもらえるよ
うな会議資料作りや、ゲスト委員の選定など、
会議のあり方について検討することを期待す
る。

会議資料等の工夫を考えていく。 6 か月

2 6

事業所の身体拘束廃止の指針や法人のマ
ニュアルについて、内容の見直しや検討を行
い、実態に即応できるように精査することを期
待する。

必要時に分かりやすい指針やマニュアルの作
成。

3 か月

4 か月

5 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

ゲスト委員などのメンバーについては、同法
人で同じように運営推進会議を開催してい
る、地域密着型特別養護老人ホームと相談し
ていく。

身体拘束適正化委員会で対応等を検討す
る。

【目標達成計画】　

随時

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容
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